
私
が
ハ
ー
ブ
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
は
、

１
９
８
８
年
「
人
の
命
」
を
正
面
か
ら
向
き

合
う
こ
と
が
起
き
た
こ
と
に
よ
る
。
当
時

高
校
２
年
生
だ
っ
た
娘
を
事
故
で
亡
く
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
歩
き

方
を
変
え
、
人
の
命
と
健
康
を
考
え
る

道
を
選
択
し
た
。
そ
し
て
、
人
の
健
康
に

役
立
つ
ハ
ー
ブ
の
活
用
普
及
が
始
ま
っ
た
。

２
０
０
０
年
Ｊ
Ｈ
Ｓ
入
会
。 

  

八
重
山
の
特
徴 

八
重
山
諸
島
は
日
本
の
最
南
端
、
最

西
端
の
位
置
に
あ
り
亜
熱
帯
気
候
の
特

性
を
持
ち
、
島
を
取
り
巻
く
サ
ン
ゴ
礁

を
は
じ
め
、
生
息
す
る
動
植
物
は
他
県

に
比
べ
、
際
立
っ
た
特
色
を
持
つ
。 

一
年
中
暖
か
い
こ
の
島
々
に
は
、
数

多
く
の
「
命
草
」(

※)

が
生
息
し
、
豊

か
な
自
然
の
営
み
が
あ
る
。
西
表
島
の

手
つ
か
ず
の
大
自
然
、
原
生
林
を
思
わ

せ
る
川
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
、
島
々
の
庭

で
は
今
も
「
ア
タ
ク
イ
」(

※)

が
残
り
、

自
然
と
寄
り
添
う
「
命
草
」
の
暮
ら
し

が
今
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 

 ※
「
命
草
」
第
22
回
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト･

八
重
山
地
区
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
で
作
っ
た
造
語
。
沖
縄
で
は
「
命
」

の
こ
と
を
「
ヌ
チ
」
と
呼
び
、
ハ
ー
ブ
は
使
い

方
次
第
で
命
を
育
む
草
で
あ
る
と
位
置
づ

け
、
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
願
い
を
込
め

「
ヌ
チ
グ
サ
」
と
呼
ん
で
い
る 

※
「
ア
タ
ク
イ
」
与
那
国
方
言
で
家
庭
菜
園 

  
 

 
 

～
～
～
～
～
～ 

 ハ
ー
ブ
か
ら
み
た
八
重
山
の
気
候
風
土 

八
重
山
は
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
の
特

徴
を
持
つ
。
年
の
平
均
気
温
は
24
℃
と

凌
ぎ
や
す
い
。
寒
暖
の
差
は
小
さ
く
、

最
寒
期
の
２
月
は
15
℃
程
、
真
夏
の

7
～
8
月
に
は
31
℃
程
で
あ
る
。 

地
中
海
原
産
の
ハ
ー
ブ
の
栽
培
は
、

真
夏
の
蒸
れ
時
期
を
外
す
と
、
料
理
に

使
う
オ
レ
ガ
ノ
や
セ
ー
ジ
、
タ
イ
ム
な

ど
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
可
能
で
あ
る
。

特
に
日
本
本
土
の
11
～
３
月
頃
ま
で

の
冬
場
の
端
境
期(

は
ざ
か
い
き)

は
ま
さ

に
八
重
山
び
お
け
る
ハ
ー
ブ
の
栽
培
適

期
で
あ
る
。
ま
た
年
間
降
水
量
は
２
０

０
０
㎜
以
上
と
多
く
、
そ
の
一
方
で
日

照
時
間
の
長
い
地
域
で
も
あ
る
。
大
地

に
降
り
注
ぐ
太
陽
の
ミ
ネ
ラ
ル
は
ハ
ー

ブ
に
と
っ
て
活
発
な
光
合
成
を
促
し
、

ハ
ー
ブ
の
有
効
成
分
を
多
く
作
り
だ
す
。 

こ
の
よ
う
な
気
候
風
土
は
、
ハ
ー
ブ

だ
け
で
な
く
、
人
に
と
っ
て
も
有
効
で

あ
る
。
海
風
を
浴
び
る
と
健
康
に
な
る

と
い
う
の
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ
り

含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
喘
息

な
ど
の
気
管
支
炎
を
患
う
方
に
は
、
リ

ハ
ビ
リ
に
効
果
が
あ
り
、「
シ
ー
テ
ラ
ピ

ー
」
と
呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
。 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
」 
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第
一
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八
重
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